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び慣らわす。エドワード・トマス（Edward Thomas, 187 ・197 ）は、その中でも
多くの人々に愛読されてきた詩人である。現在は詩人としての評価が高いトマ
スだが、その著作の大部分はエッセイや書評、伝記などの散文作品で、詩作を
した期間は短い。エドナ・ロングレー（Edna Longley, 1940- ）編注の The
Anotaed Colectd Poems によると トマスが詩を作った期間は死の直前の約 2
年問、 194 年 12 月から 197 年 l 月だった（“Biographical Outline" 324 ）。その
短い聞に、今も読み継がれる 140 編あまりの詩を残したことは、驚異的なこと
である。エドナ・ロ ングレーの夫でもある北アイルラ ンド詩人マイケル ・ロ ン
グレー（Michael Longley, 193 ・）も、アンドリュー・モーション（ I）、 ジョン ・
ストルワージ（2）との対談で、 トマスの詩を次のように評価している。
The 140 poems he [Edwar Thomas] wrote in the last two years of his life are a 
miracle-on of poetry ’s great mysteries. Nowadys Thomas ’s presnc 
sem to be evrywh ：‘the past hovering as it revisits the light ’(3) . 
（“War Poetry : A Conversati ”265) 




詩人マイケル・ロングレーが「奇跡j と呼ぶほど、 トマスが 2 年間で残した詩
は完成度が高く、近年では更に注目度が上がっているのである。ここでは、そ
の「奇跡」の中から第一次世界大戦中の英国の農村風景を描いた“As the team ’s 
head-brs" ( 196 ）を取り上げ、 The Anotaed Colectd Poems におけるエド
ナ・ロングレーの注釈を参考しながら、その解釈を試みる。
まずは、“As the team ’s head-brs ，，の全文をロングレー編 Anotaed Colectd 
Poems から引用する。
As the team ’s head-brs 
As the team ’s head-brs flashed out on the turn 
The lovers disaperd into the wod. 
I sat among the boughs of the falen elm 
That strewd an angle of the falow, and 
Watched the plough narowig a yelow square 
Of charlock. Every time the horse turned 
Instead of treading me down, the ploughman leand 
Upon the handles to say or ask a word, 
About the weathr, next about the war. 
Scraping the share he faced towards the wod, 
And screwd along the furow till the bras flashed 
Once more. 
The blizard feled the elm whose crest 
I sat in, by a wodpeckr ’s round hole, 
The ploughman said. ‘When wil they take it away ？’ 
‘When the war's over. ’ So the talk began-
One minute and an interval of ten, 
A minute more and the same interval. 
‘Have you ben out ？’‘No. ’‘And don ’t want to, perhas ？’ 
'If I could only come back agin, I should . 
I could spare an arm. I shouldn ’t want to lose 
A leg. If I should lose my head, why, so, 
I should want nothig more. Have many gone 
-2-
From her ？’‘Yes. ’‘Many lost ？’‘Yes: a god few. 
Only two teams work on the farm this year. 
One of my mates is dea. The second day 
In France they kiled him. It was back in March, 
The very night of the blizard , to. Now if 
He had stayed her we should have moved the tre.' 
‘And I should not have sat here. Everything 
Would have ben diferent. For it would have ben 
Another world. ’‘Ay, and a beter, thoug 
If we could se all all might sem god. ’ Then 
The lovers came out of the wod agin: 
The horse started and for the last time 
I watched the clods crumble and tople over 
After the ploughsare and the stumbling team. 









































“As the team ’s head-brs ，，は、 トマスが残した詩の中でも広く読まれている
作だ。この詩に描かれた情景を思い浮かべるには、実際にプラウを引く農耕馬










創作時期を 196 年 5 月 27 日と特定している。その翌日 5 月 28 日付けの手紙で、
トマスが妻のへレンに宛てて、以下のようなことを書いているからである。
I set out [from Hare Hal camp] with a meal in my haversck for a long walk, 
but din ’t go more than 6 miles all day. I sat down a god deal, both in the 
fields and at an in, and pased or was pased by the same pair of lovers 3 or 4 
times. It was very pleasnt to, warm and cloudy. I wrote some lines to and 
rewot them. 
（“Notes ”， The Anotaed Colectd Poems 30; orignaly cited by Huws in 
“Edward Thomas ’s private writng") 
[Hare Hal の宿営地から］背嚢に食糧を入れて長い散歩に出かけたが、丸




当時のトマスは、ロンドン東部の邸宅 Hare Hal を宿営地とする Artist RiflesC7l 
の第 2 砲兵大隊に所属していた。前年の 7 月に、 3 人の子を持つ 37 歳の父親で
ありながら、志願入隊したのである。Hare Hal では、地図の読み方を教える教





かし、ロングレーによると、この時に創作された“As the team ’s head-bras ”は、
入隊後のトマスの葛藤が織り込まれているという。当時のトマスは、戦争で死
ぬのを恐れる一方で 内地勤務では飽き足らず、ヨーロッパの戦場に赴きたい
という焦燥に駆られていた。この詩が書かれてまもない 196 年 6 月 9 日には、
友人エリノア・ファージョン（8）に、“I have ben trying for an artilery comison 
but withou miltary influenc it loks as if I might have a long wait. ” 「砲兵隊の将
校に志願しているが、軍にコネがないと長く待たされるかのように見える J
（“Notes ぺThe Anotaed Colectd Poems 30 ）と書き送った。同年 7 月には、将




ていらだっていたという。 8 月 15 日には、友人のロパ一ト．フロスト（9）宛の
手紙で、、
とで、、私は苛立つている。本当に出征したいのだ、。」 （“Notes ”， The Anot αted 
Colectd Poems 30 ）と述べていた。同年 lO 月 29 日にも、ウォルター・デ・ラ・
メア (I 0）への手紙で、“I hope I shal be presvd from Coastl Defnc. I want a 
far greater change than I have had so far. ” 「沿岸防衛は免除してもらうことを希
望している。これまでに経験したよりも、はるかに大きな変化が欲しい。」
（“Notes ぺThe Anotaed Colectd Poems 30 ）と国外への派遣を期待する気持ち
を表明している。 トマスが希望どおりフランスに向けてサウサンプトン
(Southampon ）から出征したのは、翌年の l 月 29 日。 2 月 11 日には、西部戦線
上にあるアラス（Aras ）に配属される。一時期、司令部で勤務するが、 3 月 9
日には、再びアラスで偵察部隊に配属された（“Biographicl Outline ，＇’ The 
Anotaed Colectd Poems 324 ）。ロングレーによると、フランスに渡った後も、
司令部を出て砲兵中隊とともに前線に出ることは強要されなかったらしい。こ
れを信じるならば、偵察部隊への配属はトマスが自ら志願したものと考えられ
る。そして、同年 4 月 9 日にアラスで戦死することになった。
次に詩の中身について、ロングレーの解説を要約したい。この詩はブランク・
ヴアース(1 ）で始まるが、詩の語り手が ploughman （プラウを馬に引かせて畑を
耕す農夫）と会話をはじめるあたりから、その詩型が乱れる。ロングレーは、
トマスが定型をくずすことで、英国の農村に忍び寄る戦争の影を表現しようと







してあげられるのが、戦争勃発前にトマスが書いたエ ッセイ The Heart of 
Englad における記述である。
How nobly the ploughman and the plough and thre horse , two chestnus and a 
white leader, glide over the broad sweling field in the early mornig! Under 
the dewy, dark-gen wodsie they whel, pause, and go out into the strong 
light agin, and they sem one and glorious, as if the al-breding earth had just 
sent them up out of her womb 一 mighty, splendi, and something grim, with 
darknes and primtive forces cling about them, and the night in the horse' 
ロ1anes.
(Edward Thomas, Chapter II “Fauns ”in The Heart of England 21 i“Notes ぺ












ロングレーはまた、トマス・ハーデイ（Thomas Hardy, 1840 ・1928 ）の“In Time 
of ‘the Breaking of Nations ’”の全文を引用した上で、 トマスの“As the team ’s 
head-bras ，，は、ハーディの歴史観に挑戦するものだと解説している。ここでも、
同じ詩をハーディの The Complet Poems から引用する。
一7-
In Time of 'The Breaking of Nations ’ 
Only a man harowing clods 
In a slow silent walk 
With an old horse that stumble and nods 
Half aslep as they stalk. 
II 
Only thin smoke withou flame 
From the heaps of cough ”gras; 
Yet this wil go onward the same 
Though Dynastie pas. 
III 
Yonder a maid and her wight 
Come whisperng by; 
War ’s anls wil cloud into night 
Ere their story die . 



















村の風景を、「戦時年報（War ’s anls ）」、すなわち戦争がもたらす悲劇とは対象
を成すものとして切り離しているとする。第 2 連目 3～ 4 行自の“Yet this wil go 
onward the same / Though Dynastie pas. ”を、「国を支配するものが変わっても、
農村での営みは変わらず続いていく J と解釈しているのだろう 。そのような解
釈に基づくならば、ハーディは戦争の悲惨さを詠う一方で、農村での穏やかな
営みが永遠に続くことを信じているかのように読めるからである。 私の“In
Time of ‘the Breaking of Nations ＇＂についての解釈は、ロングレーとはいささか
異なる。しかし、そのことは後で検討することにして、引き続きロングレーの
解釈を確認していきたい。
ロングレーがハーディとトマスを対比する理由の一つには、“In Time of ‘the 


















聞などが、ロングレーのいう「中断」「不在 j 「断絶J を連想させるイメージで
あろう。そして、そのイメージによって、ハーディの“In Time of ‘the Breaking 
of Nations ’”第二節の“Yet this wil go onward the same / Though Dynastie pas. ” 
で示されていた歴史の周期性、連続性が否定されているとロングレーは主張す
る。
また、“As the team ’s head-brs ，，には奇妙に激しい表現も含まれる。 7 行目の
“Instead of treading me down ，，は、語り手の座っている場所に、勢いよく馬が迫
ってくる様子を表すが、ロングレーによるとイングランドの農村が戦争とは無
関係でないことも示す表現である（13 ）。確かに、この行を境に“As the team ’s 
head-brs ，，の語り手は、農村風景の傍観者としての立場に留まることを止め、
見ていた風景の中に取り込まれ、その一部となる。さらに会話がはじまった後




彼が農夫と交わす言葉、 “I could spare an arm. I shouldn ’t want to lose / A leg. If 
I should lose my head ...”については、トマスが 195 年 11 月 21 日付けで叔母に
宛てて送った手紙に、似たような趣旨の記述が見られるのである。
I realy hope my turn wil come and that I shal se what it realy is and come out 
with my head and most of my limbs. 
（“Notes ”， The Anotaed Colectd Poems 302) 
私の順番が回って来て、実際の状況を見て、頭と手足のほとんどを失わず
に抜け出して来られるならと本当に願っているのです。





「手足、頭の切断」のイメージに関しては、 トマスの編纂した This Englad: 
An Antholgy 斤om Her Writers (195 年） (14 ）にも注目すべき台詞の収録があると
ロングレーは指摘する。シェイクスピアの史劇『へンリ一五世』 （King Henry η 
からの台詞である。
-10-
But if the cause be not god, the king himself hat a heavy reckonig to make 
when all those legs and arms and heads, choped of in a batle, shal join 
togethr at the later day and cry all, We die at such a place





（小田島雄志訳『へンリ一五世』 第 4 幕第 l場 13-2) 





















た時は重騎兵約 2,50 名、弓兵 7,50 名だった英軍の兵士数は、アザンクール
の戦いまでには、重騎兵 90 名、弓兵 5,0 名までに減っていた。対する仏軍












た仲間“One of my mates ”について語る部分から、農夫の方も兵士となる こと
が可能な年齢の男性であると暗示されるので、その見方は妥当と思う 。“One of 
my mates ”は、農夫と語り 手（おそらくトマス自身）の両方の alter ego である






と答え、“Everything / Would have ben difernt . For it would have ben / Another 
world. ”と続ける。表面的には、この部分は“if I He had stayed her ，，という仮定
節に続くが、言外には「戦争がなかったら」という、もう 一つの仮定がある。
ここで、使われている“another world ，，という 言葉については、ロ ング レーは
トマスの唯一の小説 The Hapy-GoLucky Morgans ( 193 ）からの一節を引用す
るのみにとどめている。
Ann say ther is another world. “Not a beter ，” she ads firmly . “It would be 
blasphemous to supoe that God evr made anythig but the best of worlds. 
Not a beter, but a difernt one, suitable for difernt peol than we are now, 
you understa, not beter, for that is imposble, say I. ” 
(From Chapter 20 of The Hapy-GoLucky Morgans No. 6206 ・6208 ；“Notes ぺ
The Anotaed Colectd Poems 302) 






The Hapy-GoLucky Morgans のアンは、当主が別の一族に代わっても同じ邸宅
で働き続ける料理人である。上の引用は、 The Hapy-GoLucky Morgans の最後
で、彼女が自分の生きた人生を振り返りながら、「他のもっとましな世などあり
えなかった j と語る場面からのものである 。戦争勃発前に書かれた The
Hapy-GoLucky Morgans での“another world ”は、現状に満足して、それ以上











ロングレーは、この「最後に（for the last time)J という 言葉にも、特別な注
意を向け、この言葉には様々な含みがあるとする。この詩に、“The Last Team ，，と
いう題を付けることをトマスが考えていたことが、その根拠の一つである。








The war changed farming practices. The teams of oluizh horse which wer 
once a familar feature of the landscpe had ben taken for service in France. 
Many wer blown up along with the gun-cariges they puled throug the 
つ
d
Flanders mud. Instead, in the wake of the newlv invetd tank. tractors and 
steam olu!hs belchd and rumbled acros En!lish fields. 
(Dakers 19; the underli parts are cited in “Notes ”， The Anotaed 
















終わっている」と述べる。ハーディの“In Time of ‘the Breaking of Nations ’”で
は、よろめきながら（stumble ）、土（clods ）を均す馬は最初に登場するが、トマ















“As the team ’s head-bras ，，の注釈では、すでに述べたように、ハーディの“In
Time of ‘the Breaking of Nations ’” が比較の対象として取り上げられていた。し
かし、後者に関しては、ロ ングレーとは違った解釈も可能と思う 。繰り返しに




“In Time of ‘the Breaking of Nations ＂，の題名は、旧約聖書の『エレミヤ書』第
51 章 20 節に由来する（Hardy, The Complet Poems 543 fotnoe ）。Oxford Poetry 
Libray のハーディ選集（Samuel Hynes 編）の註によると、ハーディ自身がこの
詩に付けた注釈には以下の節が引用されているという（Hardy, Thomas Hardy 
24 ）。
Thou art my batle axe and weapons of war: 
for with the wil I break in piecs the nations, 
and with the wil I destroy kingdoms; 








And with the wil I break in piecs the horse and his rider; 
and with the wil I break in piecs the chariot and his rider; 
With the also wil I break in piecs man and woman; 
F同U
and with the wil I break in piecs old and young; 
and with the wil I break in piecs the young man and the maid; 
I wil also break in piecs with the the sheprd and his flock; 
and with the wil I break in piecs the husbandman and his yoke of oxen; 
and with the wil I break in piecs captins and rulers. 









“break . the nations ，，という言葉を詩の題名に選んだ時、ハーディは上に引用
した『エレミヤ書』第 51 章 21 節から 23 節の部分も読んでいたはずだ。これら









また、“In Time of ‘the Breaking of Nations ’”が創作された経緯を考えると、第
2 連の“this wil go onward the same ”が、「（時代が移っても）イングランドの農
村での営みが変わらず続いていくだろう j という意味に解釈してもいいものか、
疑問が生じる。The Pengui Poetry Libray のハーディ選集（David Wright 編）に
よると、ハーディはこの詩について、次のようなことを語っている。
I have a faculty . for burying an emotin in my heart or brain for forty years, 
and for exhuming it at the end of that time as fresh as when intered. For 
ハhU
instance, the poem entitled “The Breaking of Nations" contains a feling that 
moved me in 1870, during the Franco-Prusian War, when I chaned to be 
loking at such an agricultural incident in Cornwal. But I di not write the 
verse till during the war with Germany of 194, and onwards. 







1870 年といえば、ハーディは、まだ 30 歳になったばかりである。当時は建
築士として働いており、古い教会の改築のためコーンウオールのセント・ジ
ュリオット（St. Juliot ）を訪れている。そこで最初の妻エマ・ギフォードに出
会う（“Chronlgy ”in Hardy, Thomas Hardy xv ；“Hardy ’s Life and Works" in 
Selcted Poems 8）。エマと出会ったコーンウオール滞在中に、 ハーディは
“In Time of ‘the Breaking of Nat ions ’”で描いた光景も目撃したのである。
On the day that the blody batle of Gravelote was fought they [Hardy and 
Emma Giford] wer reading Tenyson in the grounds of the rectory [at St 
Juliot]. It was at this time and spot that Hardy was struck by the incident of 
the old horse harowing the arble field in the valey below, whic, when in 
far later years it was recaled to him by a still blodier war, he made into the 
little poem of thre verses. 
（“Notes ，” Selcted Poems 431; the orignal text is from Florenc Emily Hardy, 













ないか。英国が主導したボーア戦争 (189 ・1902 ）の聞に発表された詩集 Poems





1870 年から 194 年の大戦勃発までには、 40 年以上が経過している。その間
に英国の王位は、ボーア戦争中にヴィクトリア女王（ハノーパ一家最後の君主）
からその息子エドワード七世（サクス・コパーク・ゴーダ家の最初の君主）に





さらされていた。“In Time of ‘the Breaking of Nations ’”の農村の描写を見る限り
では、ハーディがそのことに気づいていなかったとは、考えにくい。
トマスの“As the team ’s head-brs ，，の馬たちと比較すると、“In Time of ‘the 




















ハーディが“In Time of ‘the Breaking of Nations ’”で採用している形式にも注
目する必要があるだろう 。この詩で採用されているのは、バラッド形式の変形
である。通常のパラッド形式は、 iambc ・terametr （弱強調四歩格 /1 行 8音節）の
行と iambc trimetr （弱強調三歩格 I 1行 6 音節）が交互に繰り返される。この
作品では、第一節こそ定式どおりのバラッドだが、続く節では音節の欠落が増
































ると思えるからだ。 ロングレーが主張するように トマスが“As the team ’s 
head-brs ，，で使った“stumble ”、“clods ”という言葉が、ハーデ、イの詩を意識し




ーアに同情的だと誹られることもあったという（University of St. Andrews, 
Thomas Hardy and the Boer ff 匂r）。 トマスもまた、志願入隊したものの、戦争に
ついては、あまり肯定的ではなかった。特に、ルーパート・ブルック（19 ）が“The
Soldier ，，などの詩で提示した、国のために嬉々として死に赴く兵士の「理想像J
には複雑な思いを抱いていた（“Notes ”， The Anotaed Colectd Poems 30 ）ょ
うだ。飯田操によると、 トマスは大戦当時の熱狂的な愛国心が、政治的に利用
されていることに気がついていたという 。























村の風景に託して象徴的に描いた。すでに述べたよ うに、“In Time of ‘the 











いう憂欝で不安な気分が、“As the team ’s head-brs ，，に反映されたのだと思う 。
トマスの“As the team ’s head-brs ，，は、ハーディの“In Time of ‘the Breaking 












(1) Andrew Motin (1952 －）：イングランドの詩人、小説家、伝記作家。 19 年か
ら 209 年には英国桂冠詩人であった。
(2) Jon Stalworthy (1935-204 ）：イングランドの詩人、文学研究者。
(3) the past hovering ... the light ：トマスの詩“It rains ，，からの引用。
(4) plough (plow ）：農機具の日本語名称については、北海道総合政策部知事室広
報広聴課『北海道デジタル図鑑』を参照した。
(5 ）ここでは、プラウや馬車などを引く 2 頭以上の馬を指す。
(6 ）約 9.65km
(7) 1859 年の創設時に、多くの芸術家が関わったことで知られる銃兵部隊。
(8) Eleanor Fa りeon (18-965 ）：イングランドの児童文学作家、詩人。
(9) Robert Frost (1874 ・1963 ）：米国の詩人。フロストは、評論家としてのトマス
が高い評価をしたことがきっかけで名声を得た。一方で、 トマスが詩作を始
めたのは、フロストの強い勧めによるものだったとされている。
(10) Walter de la Mare (1873-95 ）：イングランドの詩人、小説家。
(1) blank vers ：無韻詩。英語詩では、特に弱強五歩格、つまり「弱音節＋強音





(14) This Englad: An Antholgy ‘斤om Her W ヤiters ：イングランドについての様々
な作家の記述を収録したアンソロジー。
(15 ）第一次世界大戦時に徴用された馬を描いた作としては、マイケル・モーパ











() 8）普仏戦争中で最大規模の戦闘。 1870 年 8 月 18 日に行われた。
( 19) Rupert Broke ( 187 ・195 ）：第一次大戦に志願して出征し、 195 年 4 月 23
日に戦地で病死した。エドワード・トマスとは個人的に親しい友人であった。
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